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て報告しておきたい。

いまのところイヌイトモの産地は道東に限られるが、 

他の地方には分布しないのか、それとも気付かれていな 

いだけなのかが気になる。北海道は広大で、まだまだ調 

査が行き届いていない地域が多い。資料がさらに集積さ 

れてゆけば、興味深い植物学上の問題が浮かび上がっ 

てくるのではないかと予想している。

再び水草の標本について

角 野 康 郎

この会報の第2号 （ 1980)で、水草に関しては標本の 

蓄積がまだまだ不十分であることを述べた。標本の不足 

が日本の水生フローラの再検討や水草の植物地理学的研 

究を進める上で、ひとつのネックになっている実情を訴 

えたかったわけである。今、いくつもの県で植物誌の完 

成を目指して標本の収集が精力的に進められていること 

は確かだが、全国的に見れば、先に述べた実情に変わり 

はない0 今回は、オオカナダモとコカナダモに関する資 

料でその一端にふれたいと思う。

次の表には5 ケ所の標本庫に所蔵されているオオカナ 

ダモ、コカナダモの標本点数を示してある（ 1986年 2月 

現在；同一標本庫における重複標本は全て1点と数えた 

が、交換により他の標本庫にも送られている場合は別個 

に 1点と数えてある）。

オオカナダモ コカナダモ

東 大 資 料 館 4 4

国 立 科 博 6 4

牧 野 標 本 館 3 0

京 大 • 植物 15 26

神戸大•教養 56 87

計 84 121

オオカナダモ、コカナダモの異常繁茂、分布の拡大が 

あれほど騒がれながら、残されている標本の記録は実に 

少ないのである。両種の異常繁茂が琵琶湖から始まった 

ことを考えれば、東京の標本庫に少なく、関西の大学に 

多いことは納得がゆく。 しかし、京大、神戸大ともに採 

集者はごく限られた人たちである。そのことがもたらす 

問題は、図 1 を見ていただければ明らかであろう。

図 1は、コカナダモの分布図を先の表にあげた標本庫 

で確認できた標本のみにもとづV、て作成したものである

(角野、未発表)

(コカナダモの分布についてはいくつかの報告があり、 

その資料を採用すれば分布地点の数はふえる。 しかしこ 

こでは'再検討の可能な標本に基づいて分布図を作成す 

る〃という原則に従う。文献の言邂の有用性を否定するも 

のではないが、一方で、かなりよく名の知られた分類学者 

の同定においてさえ、今なおコカナダモとクロモの混同が 

みられるという現実を心にとめておく必要があろう）。

さて、この図がコカナダモの正しい分布を示している 

かと問われると、答は否である。コカナダモの分布拡大 

が報告されている東海地方や愛媛県の点はひとつもない 

のである。この図は、コカナダモの実際の分布よりも、 

採集考の調査地の分布を示しているのかもしれない。例 

えば、兵庫県の南部に点が密集するのは、私個人の日常 

の調査地域であるという事実によるものであって、この 

地域が全国有数のコカナダモ繁茂地であることを示すも 

のではなかろう。逆に、点の打たれていない地域にコカ 

ナダモが産しないということも言えない。山口県から九 

州にかけて分布地点が少ないというのはどうも事実らし
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いが（才才カナダモの産地は極めて多い）、他の地域は、 

単に調査（採集）の空白地帯なのである。このような情 

況であるから、例えばコカナダモがいつごろからどの地 

域に侵入を開始したのかを標本でたどろうとしても、今 

ではほとんど不可能になっている。

ここであげたコカナダモの事例は、標本の資料的利用 

としてはむしろ副次的なものかもしれない。むしろ、日 

本に自生する水草の自然史を正しく理解するためにこそ、 

標本の十分な蓄積が必要なのである。どの地方にどのく 

うい自生していたのかさえも明らかにされぬまま、今、 

日本から姿を消そうとしている水草もあるのである。
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